
新 任 式 ・ 始 業 式 
新年度のスタートです 

 ４月６日（火）の朝、新しい教室に入った角館

小学生の令和３年度は新任式からスタートしま

した。今年度、

新任式で登壇

したのは 12 人

の先生方です。

角小生との出

会いをとても

楽しみにして

いた 12人です。 

 新任式では６年Ｗ.Ｍさんが歓迎の言葉を発表

しました。 

                                             

歓迎の言葉 

 角館小学校に出会いの季節がやってきました。

梁田校長先生をはじめ、角館小学校にいらした 12

名の先生方、ようこそおいでくださいました。私

たちは、昨年度、コロナウイルスが流行したこと

により、たくさんの活動が制限されてしまいまし

た。しかし私たちは、限られた活動の中でもでき

ることを全力でがんばりました。 

 角館は「季節」

と「伝統」を楽し

める地域です。

教室からは、桧

木内川の桜並木

を見ることがで

き、四季折々の

風景を感じるこ

とができます。

そして、九月には、ユネスコ無形文化遺産にも登

録されている角館のお祭りがあります。朝から夜

までおはやしの音とみんなのかけ声がひびき合

う三日間は、私たちにとって特別な日です。 

 私たちは明るく、楽しい角館小学校を作るため

に色々な活動をしています。今からその中でも代

表的な活動を

二つ紹介しま

す。一つ目は、

「あいさつ運

動」です。昨年

度は、「あいさ

つ忍者隊」と

いう活動を行

いました。「あ

いさつ忍者隊」では、たてわり班ごとにあいさつ

をしてまわり、元気にあいさつをしてくれた人に

シールをわたします。その期間には、放送で呼び

かけをしたり、あいさつの記録を残すためのシー

トを配ったり、などもしました。この活動をした

ことにより以前よりも、もっとあいさつが多くな

ったのではないかと思いました。二つ目は、「話し

合い活動」です。各教室で、話し合うのはもちろ

ん、三年生以上の代表が集まって話し合う「代表

委員会」では、児童会テーマや行事のテーマなど

を決めます。この話し合いを通じて、色々な意見

を交わすことができ、より良い意見が生まれます。 

 これから先生方には、様々な活動や学習でたく

さんお世話になると思います。私自身も、この一

年間は最高学年として、目標に向かってがんばっ

ていきたいと思います。先生方、どうぞよろしく

お願いいたします。 

  

 角館小学校が初めての先生もいましたが、この

地域の魅力が余すところなく存分に伝わる素敵

な歓迎の言葉をもらいました。 

続いて、始業式が行われました。昨年度は放送

での始業式でし

たが、今年度は体

育館で行うこと

ができました。２

年Ｔ.Ｒさん、６

年Ｉ.Ｍさんが進
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級して頑張りたいことを発表しました。二人とも

頑張りたいことがよく伝わる発表です。進級した

喜びと上級生となった責任についてわかりやす

く発表してくれました。 

 

二年生でがんばりたいこと 

 わたしが二年生でがんばりたいことは、三つあ

ります。 

 一つ目は、べんきょうです。一年生のときには、

チャレンジテストでパーフェクトしょうをとる

ことができ

ました。二

年生では、

あたらしく

ならうかん

字もふえ、

かけざんが

はじまりま

す。べんきょうがむずかしくなっても、またパー

フェクトしょうのしょうじょうがもらえるよう

に、先生のはなしをよくききます。そして、いえ

であおぞらノートにくりかえしべんきょうをが

んばりたいです。 

 二つ目は、あいさつです。いままでは、きんち

ょうしてじぶんからあいさつをできませんでし

た。でも一年生のときに、あいさつにんじゃたい

で、じぶんからあいさつをするせんぱいを見て、

かっこいいなとおもいました。そんなかっこいい

せんぱいになれるように、じぶんから元気にあい

さつをがんばります。 

 三つ目は一年生にやさしくすることです。きょ

ねんの「あおぞら・はあとフェスティバル」では、

かんつみのときに、二年生がやさしくこえをかけ

てくれました。わたしもこまっている一年生にこ

えをかけてあげられる、やさしい二年生になりた

いです。 

 

六年生としてがんばりたいこと 

 ぼくが六年生になってがんばりたいことは二

つあります。 

 一つ目は、角館小学校のリーダーとしてです。

いままでは六年生がいて六年生にたよっていた

部分がありましたが、今年からはぼくたちが最高

学年になるので、新一年生や下級生のみんなにた

よってもらえるような六年生になりたいです。 

 そのためには、学校生活がたのしいと思っても

らえるようにぼくは、ふだんの学校生活からみん

なにやさしく

接していきた

いと思います。 

 二つ目は、学

習面について

です。 

 ぼくは算数

の図形が苦手

です。 

 面積や体積

を求める式をまちがえてしまいます。五年生でも

家庭学習をしていましたが、六年生では、まちが

いを減らすために、さらに集中して。家庭学習を

がんばりたいです。 

 とくいな教科もあります。それは、理科です。

物のとけ方の学習では、グループの友達とどうや

ったらより多くものをとかせるか、またどうやっ

たらとける量が少なくなるか話し合いながら学

習に取り組みました。 

 六年生ではどんな学習があるか分かりません

が、友達と協力しながら実験や考察をし、より理

科をとくいな教科にしたいと思います。 

 六年生のみなさん、いよいよ最高学年になりま

した。クラブや委員会やさまざまな行事でぼくた

ちが先頭になってひっぱっていかなければいけ

ません。新がたコロナのえいきょうでどうなるか

はわかりませんが、去年よりもよりよい角館小学

校にするためにみんなで力を合わせ、おひさま学

年らしく、全校のみんなをてらしていきましょう。 

始業式の最後は担任の先生方の発表です。体育館

の雰囲気もこの時は大きく変わり、児童の興奮も

最高潮に達したようです。しかし、時節柄、歓声

は控え目にして、校長からの発表を聞きました。 

 この後、教室にもどり新しい学級が始まりまし

た。こうして、令和３年度がスタートしました。 

（次号予告）さくら花№２では入学式と角館小ス

タッフについて紹介します。 


